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IS 0 1 2 3
A（1） 1000．0000 1188．0230 1188．0230 1188．0230
A（2） 1000．0000 1188．0230 1188．0230 1188．0230
A（3） 1000．0000 375．1549 375．1549 375．1549
A（4） 1500．0000 2217．1850 2217．1850 2217．1850
A（5） 1500．0000 2917．3290 2917．3290 2917．3290
A（6＞ 1500．0000 2917．3290 2917．3290 2917．3290
A（7） 1500．0000 2217．1850 2217．1850 2217．1850
W 54855．53 12992．97 12992．97 ・12992．97
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Table　4　Situation　of　Convergency　of　Continuous　Truss一（b）
IS 0 1 2 3
A（1） 1200．0000 1181．4610 1181．4610 1181．4610
A（2＞ 1200．0000 1181．4610 1181．4610 1181．4610
A（3） 400．0000 388．2794 388．2794 388．2794
A（4） 2200．0000 2204．9380 2204．9380 2204．9380
A（5） 2900．0000 2929．5760 2929．5760 2929．5760
A（6） 2900．0000 2929．5760 2929．5760 2929．5760
A（7） 2200．0000 2204．9380 2204．9380 2204．9380











































A（1） 898．4991 1169．6100 76．82040
A（2） 898．4991 1169．6100 76．82040
A（3） 1796．9980 1869．7232 96．11037
A（4） 1881．0130 1913．8250 98．28552
A（5） 1881．0130 1733．3544 108．51866
A（6） 1881．0130 1733．3544 108．51866
A（7） 1881．0130 1913．8250 98．28552
である．下弦材の設計変数である断面積A（1），A（2）は
目的関数の違いと，SLP法はすべての断面寸法を考慮
しているためと，板厚と板幅の比の制限，コード幅，
コード高さの上限値制限に制約されたため，SLP法の
最適値は真の最適値になっていないためである．
4．結　　果
　本手法によれば，変数の初期値が異なっても同じ値
に収束している所から，全域的最適解が得られたもの
と思われる．目的関数として費用を考慮し，制約条件
式としてすべての制限を考慮したSLP法と比較する
とやや誤差が大きいが，変位制約のみを考慮した最小
重量設計であれば，最適部材断面積を効率的に求める
ことが出来るので，本手法により各部材の最適断面積
を求め，その後SLP法を用いたSuboptimizationに
より，最適値を求めることによって，長大化し複雑化
した構造物も，効果的に最適値を求めるこ，とが可能で
ある．
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